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★町の人口★10. 182人（-23）男4.827人（一lD女5.355人（-12）世帯合計3.465人（-2）平成3年1月末現在（ ）は前月との比較です 

静かなたたづまいの興国寺 
今、大平記で脚光 

NFIK大河ドラマ「太平記」、足利尊氏を主人公に動乱の時代を描く。興国寺との縁も深い。 

（写真右下は、尊氏が隠れたといわれるホラ穴） 

犠 

「
人
間
の
英
知
は
働
か
な
 

●峯、 

ー・ 

？‘‘・・‘ー一』 

い
の
か
」
 
こ
れ
は
、
西
日
本
 

新
聞
の
社
説
の
見
出
し
で
あ
 

る
。
湾
岸
戦
争
が
長
期
化
の
 

様
相
を
見
せ
た
頃
の
こ
と
で
 

あ
る
。
連
日
茶
の
間
に
、
戦
 

場
の
実
写
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
何
と
 

か
な
ら
な
い
も
の
か
と
居
た
た
ま
れ
な
 

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
▼
じ
っ
 

と
テ
レ
ビ
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
と
 

「
何
か
」
が
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
。
戦
争
を
 

興
味
本
意
で
見
て
い
る
自
分
に
気
付
く
 

の
で
あ
る
。
子
ど
も
達
や
多
く
の
市
民
 

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
も
う
一
 

度
、
我
に
帰
っ
て
、
頭
で
考
え
な
い
と
、
 

戦
争
の
功
罪
に
気
付
か
な
い
の
で
あ
る
 

▼
一
日
数
千
回
に
及
ぶ
空
爆
を
は
じ
め
、
 

巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
な
ど
各
種
 

ハ
イ
テ
ク
兵
器
が
フ
ル
動
員
さ
れ
、
ま
 

る
で
最
新
兵
器
の
実
験
場
み
た
い
な
状
 

況
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
空
爆
で
の
戦
 

費
は
一
日
六
百
七
十
億
円
以
上
、
地
上
 

戦
が
始
ま
れ
ば
一
日
千
三
百
億
円
に
な
 

る
と
言
う
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
は
る
か
 

に
上
回
る
規
模
で
の
消
耗
戦
だ
▼
こ
の
 

記
事
を
読
む
頃
に
は
戦
争
が
終
結
し
て
 

い
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
同
僚
が
一
言
 

「
こ
れ
だ
け
の
お
金
が
あ
っ
た
ら
飢
え
で
 

死
ん
で
い
く
子
ど
も
達
を
救
う
こ
と
が
 

で
き
る
の
に
」
 



ロ
 

涙

と

 

一
月
十
三
日
、
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
で
『
鈴
木
健
二
新
春
ァ
ン
コ
ー
ル
講
 

演
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
 

一
昨
年
の
童
謡
ま
つ
り
文
 

化
講
演
会
が
、
約
千
三
百
人
の
申
込
み
 

で
入
場
で
き
な
い
人
が
多
数
お
ら
れ
た
 

た
め
、
氏
の
好
意
で
再
び
赤
池
町
で
の
 

講
演
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

五
百
人
の
聴
衆
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
 

た
会
場
で
『
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
』
 

と
題
し
た
、
約
一
時
間
四
十
分
に
わ
た
 

る
涙
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
た
講
演
会
で
 

し
た
。
 

氏
は
、
 

「
奉
仕
と
は
特
別
の
こ
と
で
 

は
な
い
。
村
お
こ
し
は
、
最
初
に
お
金
 

を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
時
間
と
労
力
 

3) l
、 

童謡ミュージックチャイム 

ニ＝＝二曲目を変更します一一 

昨年9月から町内に1日4回、童謡 

ミュージックチャイムを流していま 

すが、2月20日より下記のとおり曲 

目が一部変わります。 

時刻 現曲 変更後 備考 

7 : 00 早起き時計 変更なし 

12 : 00 かもめの 
水兵さん 

うれしい 
ひな祭り 

2月20日～ 
3月3日迄 

18: 00 タやけ 
こやけ 変更なし 

21: 00 船頭さん ふるさと 

なお、「うれしいひなまつり」について 

は3月3日までで、その後は、また防、もめ 

の水兵さん」に変更します。更に、「タやけ 

小やけ」については、 

冬期は5時に変更して 

ほしいというご意見を 

検討させて頂いて、秋 

までには結論を出した 

いと思っています。 

誠糞 

「お母さん正直に人間らしく」と鈴木さん 

, 

コ． 

~ 
モ 

ア 

に 

あ 

ふ 

の
提
供
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
人
の
話
 

を
よ
く
聞
く
こ
と
で
、
速
効
薬
を
期
待
 

し
て
は
い
け
な
い
」
 

ま
た
「
一
部
分
だ
け
を
ア
ッ
プ
す
る
 

文
化
は
、
本
当
の
文
化
で
は
な
い
。
遠
 

く
か
ら
見
て
も
観
賞
に
耐
え
ら
れ
る
の
 

が
、
本
当
の
文
化
で
あ
る
。
赤
池
町
が
 

赤
池
町
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
全
国
か
 

ら
人
が
集
ま
る
」
「
要
求
す
る
前
に
努
力
 

す
る
。
 
こ
れ
が
本
当
の
民
主
主
義
で
す
。
 

家
庭
で
の
け
じ
め
が
町
の
ル
ー
ル
を
守
 

る
心
を
育
て
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
当
日
は
、
講
演
に
先
だ
ち
、
 

赤
池
町
文
化
連
盟
所
属
の
日
舞
の
会
、
 

コ
扇
誉
会
、
春
の
会
、
華
扇
会
、
中
村
社
 

中
』
 

の
み
な
さ
ん
に
、
 

『
高
砂
の
舞
』
 

な
ど
の
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
踊
り
を
披
 

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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の
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「「一 鰻
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(（麟」麟 

一
月
六
日
、
新
春
恒
例
の
下
田
川
四
 

か
町
連
合
出
初
式
が
、
寒
風
吹
き
す
さ
 

ぶ
中
、
金
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

冷
た
い
風
の
中
、
勢
揃
い
し
た
消
防
 

団
員
の
方
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
 

器
具
点
検
、
堂
々
の
分
列
行
進
、
消
防
 

車
の
パ
レ
ー
ド
と
、
日
頃
訓
練
の
成
果
 

を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
こ
の
ほ
か
表
彰
式
も
行
わ
 

れ
、
赤
池
町
で
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

【
県
知
事
表
彰
】
奥
永
優
二
、
奥
永
栄
 

一
（
以
上
永
年
勤
続
）
 

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
村
上
敏
美
、
 

松
葉
保
彦
、
安
延
豊
広
、
柴
田
豊
次
、
 

左
敏
明
、
長
野
義
隆
、
小
島
紳
、
生
野
 

梢
、
中
村
雅
敏
、
八
隅
清
蔵
、
秋
元
米
 

造
、
有
吉
慈
一
（
以
上
永
年
勤
続
）
有
吉
 

1 億円の使途について 

第1位 子供たちのため 

第2位 お年寄りのため 

第3位 交通問題のため 

第4位 住民福祉のため 

第5位 観光振興のため 

第6位 農業の振興のため 

第7位 文化の振興のため 

) 

心

意

気

ノ

 

慈
一
・
有
吉
淳
（
親
子
表
彰
）
小
直
「
紳
・
 

小
島
賢
一
郎
、
森
野
政
博
・
森
野
秋
夫
 

（
兄
弟
表
彰
）
 

【
県
消
防
協
会
田
川
支
部
長
表
彰
】
今
 

川
真
行
、
相
原
時
雄
 

【
町
長
表
彰
】
沖
野
博
一
、
高
鶴
亨
一
、
 

平
川
一
彦
、
小
島
紳
、
平
岡
年
明
、
今
 

川
義
幸
、
小
源
寺
信
正
 

堂々行進の赤池町消防団 

新春にふさわしい日舞 

「自ら考え、自ら行う地域づくり推進事 

業」ふるさとづくり委員会（山下委員長）は 

19日、第6回の委員会を開催し、2月末答申 

のスケジュールを決定しました。 

地区公民館の皆さんに協力いただいた、ア 

ンケート調査では309人の方から回答があり、 

上野峡、上野焼、童謡の町、興国寺、彦山川 

河川敷地を生かした「まちづくり」の意見 

を多くいただきました。 

一徴w
ば
た
 

翻
け
成
人
、
あ
す
を
夢
み
て
／
 

一
月
三
日
、
 

一
足
早
い
赤
池
町
成
人
 

式
が
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
年
は
、
該
当
者
一
一
三
ハ
名
の
内
約
 

百
名
の
新
成
人
の
方
が
出
席
し
、
祝
福
 

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
成
人
者
を
代
表
し
て
、
 

木
村
文
江
さ
ん
（
下
町
）
が
宣
誓
を
行
 

い
、
中
山
将
児
さ
ん
（
車
道
）
が
記
念
 

品
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
 

記
念
講
演
で
は
、
北
九
州
Y
M
c
A
 

総
主
事
の
藤
本
新
ニ
先
生
よ
り
『
赤
池
 

町
か
ら
始
ま
る
国
際
化
』
と
題
し
て
、
 

「
各
国
の
習
慣
や
思
想
を
乗
り
越
え
て
、
 

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
う
中
か
ら
 

人
権
が
守
ら
れ
る
、
そ
の
こ
と
は
平
和
 

早
期
通
報
で
延
焼
紡
鷺
 

ー
田
川
地
区
消
防
本
部
が
表
彰
ー
 

中
町
在
住
の
伊
藤
信
幸
さ
ん
廿
”
」
ユ
具
H
 

伊
藤
さ
ん
は
、
 

》

月

二

十

二

日

に

田

 

へ
継
が
る
も
の
で
す
。
心
を
開
く
こ
と
 

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
」
 
と
、
問
題
 

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
新
成
 

人
一
人
ひ
と
り
が
、
抱
負
や
希
望
を
色
 

紙
に
書
き
、
風
船
に
結
び
大
空
へ
向
け
 

放
ち
ま
し
た
。
 

安
全
運
転
に
気
く
ば
り
巻
ノ
 

ー
ー
道
路
交
通
法
改
正
ー
麟
「
」
 

昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
全
 

国
で
一
万
二
千
人
を
超
え
る
事
態
に
な
 

り
た
え
が
た
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

県
内
に
お
い
て
も
、
四
百
十
六
人
、
 

う
ち
田
川
で
も
十
九
人
の
尊
い
生
命
が
 

失
わ
れ
ま
し
た
。
心
が
痛
む
思
い
で
す
。
 

平
成
三
年
一
月
一
日
よ
り
道
路
交
通
 

法
が
改
正
さ
れ
、
違
法
駐
車
対
策
が
強
 

化
さ
れ
ま
し
た
。
 

＊
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
車
の
放
置
行
為
に
つ
い
て
、
運
転
者
 

ば
か
り
で
な
く
、
持
ち
主
に
も
様
々
な
 

が
、
火
災
の
早
期
 

発
見
、
通
報
で
一
 

‘
川
地
区
消
防
本
部
 

長
よ
り
表
彰
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

一
月
九
日
午
前
三
時
 

五
十
一
分
頃
新
聞
配
達
の
た
め
出
勤
途
 

中
に
、
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
ー
ド
前
の
飲
食
 

店
で
火
災
が
発
生
し
て
い
る
の
を
発
見
 

し
、
一
一
九
番
通
報
。
 
付
近
に
は
、
パ
 

チ
ン
コ
店
や
美
容
院
な
ど
あ
り
、
又
、
 

出
火
場
所
近
く
に
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
べ
4
 

本
も
あ
り
危
険
で
し
た
が
、
伊
藤
さ
ん
 

の
通
報
で
店
内
の
一
部
を
焼
い
た
だ
け
 

で
し
た
。
 

伊
藤
さ
ん
は
「
当
た
り
前
の
 

こ
と
を
し
た
だ
け
で
す
。
何
か
は
ず
か
 

し
い
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
 

議 

会 

よ 

り 

平
成
」
犀
一
月
臨
時
議
会
が
一
月
十
 

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
二
年
 

度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
 

す
「
瀬
ケ
谷
水
路
整
備
工
事
」
 

「
入
来
 

5
高
鶴
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
及
び
大
 

浦
地
俊
諜
工
事
」
 
「
原
5
石
垣
線
及
び
 

「虎尾桜に立派な花を咲かせよう」 
心配する会が周辺整備 

宣誓する木村文江さん 

義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
違
反
す
 

る
と
、
そ
の
車
の
使
用
が
禁
止
さ
 

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
ま
た
、
放
置
行
為
に
か
か
わ
る
基
礎
 

点
数
や
反
則
金
の
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
 

ま
す
。
 

（
普
通
車
に
よ
る
駐
車
禁
止
違
 

反
の
場
合
、
基
礎
点
検
は
現
在
一
点
か
 

ら
二
点
と
な
り
、
反
則
金
も
一
万
円
か
 

ら
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
つ
い
 

て
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
充
分
気
を
つ
 

け
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

一
月
六
日
、
昨
年
発
足
し
た
 

「
虎
尾
桜
を
心
配
す
る
会
」
 

（
会
長
廿
井
上
孝
生
さ
ん
大
 

和
町
在
住
）
は
、
虎
尾
桜
に
 

立
派
な
花
を
咲
せ
よ
う
と
第
 

一
一
回
目
の
周
辺
整
備
を
行
い
 

ま
し
た
。
 

虎
尾
桜
は
、
そ
の
名
の
と
 

お
り
花
弁
が
虎
の
尾
に
似
た
 

形
を
し
て
お
り
、
極
め
て
珍
 

し
い
桜
で
す
。
樹
齢
六
百
年
 

の
巨
木
で
昔
か
ら
地
元
の
人
 

た
ち
に
「
虎
尾
桜
」
と
呼
ば
 

れ
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
戦
後
植
林
し
た
周
辺
 

の
杉
が
大
き
く
な
り
日
が
当
ら
な
く
な
っ
 

て
急
速
に
樹
勢
が
衰
え
ま
し
た
。
 

会
員
十
四
名
は
、
薄
い
残
雪
に
手
足
 

を
凍
え
さ
せ
な
が
ら
、
下
刈
り
を
し
た
 

り
、
歩
道
を
作
っ
た
り
、
案
内
板
づ
く
 

り
を
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
開
花
時
期
に
向
け
て
更
に
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

周
辺
整
備
を
行
い
、
三
月
末
に
 
「
自
然
 

観
察
と
虎
尾
桜
の
お
花
見
」
を
予
定
し
 

て
い
る
そ
う
で
す
。
 

文
化
財
専
門
委
員
の
熊
谷
信
孝
先
生
 

（
田
川
高
校
在
職
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
種
 

名
は
ェ
ゾ
ヒ
ガ
ン
と
言
い
、
九
州
で
は
 

佐
賀
県
と
長
崎
県
を
除
く
各
県
に
あ
る
 

が
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
い
と
の
こ
 

と
で
す
。
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石
垣
、
小
路
線
道
路
舗
装
工
事
」
 

「
前
 

田
5
北
田
線
及
び
火
口
5
汐
井
川
線
道
 

路
舗
装
工
事
」
「
地
麦
、
過
鶴
線
（
外
四
 

線
）
道
路
舗
装
工
事
」
「
吉
ケ
浦
上
池
整
 

備
工
事
」
及
び
「
貴
船
迫
線
道
路
改
良
 

舗
装
工
事
」
の
請
負
契
約
の
一
部
を
変
 

更
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
→
平
成
二
年
 

度
農
林
業
同
和
対
策
事
業
「
市
場
い
ち
 

じ
く
ハ
ウ
ス
施
設
設
置
工
事
」
 
に
つ
い
 

胸高周囲3 .8 メートルの虎尾桜 

て
工
事
予
定
価
格
の
全
額
が
三
千
万
円
 

を
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
 

得
ま
し
た
。
 

⑥
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て
 

指
定
金
融
機
関
の
交
替
に
よ
り
地
域
 

に
根
ざ
し
た
中
で
よ
り
一
層
の
利
便
性
 

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
 

め
試
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
指
定
金
融
 

機
関
を
株
式
会
社
西
日
本
銀
行
に
変
更
 

す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 


